
1出所：Twitter



2
出所：Twitter



3出所：Twitter



4出所：Twitter



ドル/円（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

出所：楽天MT4・石原順インディケーター 5
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債務残高対GDP比の上位は、日本
（256％）、スーダン、ギリシャで、いずれも
200％を大きく超えている。以下、エリトリア
（175％）、カーボベルデ（160％）、イ
タリア（154％）と続いている。

出所：ビジュアルキャピタリスト

「皆のおカネ（公金）は政治家に管理されると誰の
おカネでもなくなる。そして、あきれかえることに、
その希少資源は助成金という破廉恥な票の買収に、
とてつもなく巨額で壮観なピラミッドのような公共
投資に、権力の触手を伸ばしていく巨大官僚組織の
増殖・維持に浪費されてしまうのだ。

もちろん、公的支出は増加する一方である。減少す
ることはない。各省庁の予算が権力の尺度となるか
らだ。その削減を計画するものなど、ただのひとり
もいない。

公的資金では、損益計算書や貸借対照表の心配がな
い。また、会計の真実性を確認するための説明や監
査を要求する投資家もいない。そうした資金の運用
で犯した失敗に対して責任を持つ人など誰もいな
い」

（フェルナンド・デル・ピノ・カルボ＝ソテロ）



日米の個人金融資産の構成の違い

9出所：「マーケットエッセンシャル」（前田昌孝）



10出所：Twitter



豪ドル/円（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

11出所：楽天MT4・石原順インディケーター



カナダドル/円（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

12出所：楽天MT4・石原順インディケーター



南アランド/円（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

13出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ユーロ/ドル（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

14



ユーロ/円（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

15出所：楽天MT4・石原順インディケーター



豪ドル/ドル（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

16出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ユーロ/豪ドル（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

17出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ポンド/豪ドル（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

18出所：楽天MT4・石原順インディケーター



NZドル/円（日足）赤↑：買いシグナル・黄↓：売りシグナル

19出所：楽天MT4・石原順インディケーター



20出所：楽天証券
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出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート 出所：Twitter
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食品・自動車産業の場合と異なり、住宅市場では価
格操作が明白だった。しかし、住宅 建設業者が強欲
だから起きたのではない。FRBが金利をあまりにも長
きにわたり、あま りにも低く抑え続けたからだ。

このFRBによる価格操作の結果、ファニーメイ（米
連邦住宅公庫）の調査で住宅を購入する良い時期
と考える米国人の割合は、2022年１月に史上最
低の25％に落ち込んでいる。

米国の住宅価格上昇は特に感染拡大前から家計所
得を上回っていた 図 13 カリフォルニア州フレズノの
1LDK 家賃（2019―22）

哀れ大統領は、こうしたすべての問題に対処 するの
にてんてこ舞いとなる。

（マーク・ファーバー）

出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート
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マンハイム中古車価格指数（季節
調整済・走行距離調整済）の推移
をみると卸売競売価格が2021年
１月比で45％、2020年１月比で
67％上昇した（図11参照）。

バイデン政権がこの業界で、より
公正な価格を求めて闘うとき、お
そらく、低所得層に助成金を支給
することだろう。

出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート
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「インフレの後は価格統制へ」
飯が食えなくなると大衆は暴れだす！

「歴史とは大きくはインフレの歴史であり、通常
インフレは政府の利得のために政府が仕組んだも
のといっても過言ではないだろう」というハイエ
クの見解をあげた。しかも、FRBが金融引き締め
策の実施を望まなければ、政府は難なく価格統制
を導入して、少なくとも目先のインフレを抑えら
れる。

価格統制のうまみは、政府による完全な経済支配
である。シュンペーターは鋭敏にもすでに認識し
ていた。「価格統制の結果、民間企業を公的機関
に引き渡すことになるかもしれない。つまり、完
全なる計画経済に向けての大きな一歩となるのだ。

（マーク・ファーバー）

＊価格統制

商品価格、サービス料金、賃金、利子率
などの決定を市場の自由な決定に任せず
に、政府当局などが政策的に指定あるい
は規制すること。それは価格水準に一定
の枠をはめるだけで、その水準における
需給量には直接干渉しないという点で、
数量そのものに干渉する数量統制（割当
制、配給制など）とは異なる。

出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート



25出所：Twitter
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